英語教育と英語産業による精神の植民地化 by 津田  幸男
英語教育と英語産業による精神の植民地化
著者 津田  幸男







津 田 幸 男
は じ め に
『言語帝国主義』 の著者でデンマークの言語学者ロバー ト・フィリップソンは、 ガーナの社
会言語学者のことばを引用 し、言語帝国主義がもたらす 「精神の植民地化」現象を次のように
紹介 している。






この引用文 は、現在地球的規模 で進行中の 「英語支配」にぴ った りと当てはまる。 しか も、
「支配」 や 「帝国主義」 といったことばがかもし出す強引なイメージではない、真の支配 とで
もいえるような、「英語への傾倒 ・同一化」による 「精神の植民地化」を浮 き彫 りにしている。
英語は確かに押 しっけられてはいるが、それは英語支配を真に支えるものではない。押 しっ
けられている以上に、私たちは英語を求めている。欲 しがっているし、学びたがっている。真
似 したが ってもいる。私たちは英語に憧れ、英語に吸い寄せ られている。英語を絶対視 し、普
遍言語と見なし、英語が出来ない者を軽蔑するという意識を知 らず知 らずのうちに培 っている
のである。そして、日本語を軽視 し、日本文化を低 くみるという感覚を身に付けて しまうので
ある。
言葉を使 うに当たって、英語 という権力語に傾倒 ・同一化 し、母語 ・自文化を軽視す る意
識 ・態度 ・行動等を 「精神の植民地化」 と定義する。
本論文では、 日本におけるこのような 「精神の植民地化」 を生み出す原因 として、「英語教
育」と 「英語産業」を取 り上げて考察を進ある。
第一に、「英語教育」 の言語観、思想等 を批判的に考察 し、 それらが 「精神の植民地化」 と
いかにして結び付いているかを論ずる。
第二に、いわゆる 「英会話」に象徴 される 「英語産業」を取り上 げ、それらがいかに 「精神
の植民地化」を促進 しているかを論ずる。
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(1)道 具 ・手段 としての英語教育観
(2)「 教養英語」か 「実用英語」かという英語教育目的論の枠組み
(3)「 英語=国 際語」 という言説
(4)言 語学 ・応用言語学の実証主義
(5)英 語教育の専門化
これらを一っ一っ検討 し、精神の植民地化 との関係性を論 じていく。
(1)道 具 ・手段としての英語教育観
日本においても海外においても、 英語教育を語るときには、英語に対 しては一一貫 して、 「無
垢」で 「中立」な罪のない存在という考えが圧倒的である。いわく、「英語は道具である」、ま
たは 「英語 は手段である」という考えである。
この 「道具 ・手段としての英語」という言語観は、英語が持 っている権力性や支配力を中和
し覆い隠すイデオロギー的機能を果た している。 「手段や道具にすぎない」 ということによっ





どないのだ と信 じたい気持ちからこの考えは産まれたのではないだろうか。 しかし、それは気
休あであり、錯覚であり、 「虚偽意識」である。 なぜならば、英語支配は厳然 として存在 して
いるし、国際コミュニケーションでは英語が国際語 として権威的な地位にいることは動かしが
たい事実であるからだ。
また 「英語 は道具 にすぎない」 と思 うことによって、英語 とその文化、そして欧米人へのコ
ンプレックスを払拭 しようとしたのではないか。英語 は道具、手段にすぎないのだから、訓練











このように、 「道具 ・手段としての英語教育論」 は、英語支配の現実から、教師も学習者 も





1975年 の 「英語教育大論争」 であろう。 これは自民党議員の平泉渉の 「英語教育改革案」 に
異議を唱えた言語学者の渡部昇一との間で交わされた議論である。(平泉 ・渡部、1975)
平泉は 「10年やっても話せない」 日本の英語教育は失敗であると決め付け、 英語の強制を
やあ、少数の者に英語教育を施 し、英語エ リー トを育成 し、国際化に対応すべきだと改革案を
出した。
これに対 し渡部は、 平泉の描 く 「英語が話せるようになる」 という目標は英語力の 「顕在









より規定 されることとになり、英語教育を別の視点から論ずることが難 しくなって しまった。
英語教育の目的は、 この枠組みにより益々視野が狭 くなっていったともいえる。
それどころか、「実用英語」の社会的認知は、英語への傾倒、熱中をさらに促進 した。「英語







これはいわゆる 「英語ありがたがり信仰」(大 石、1990)と いえる。一種の英語賛美で、英語
肯定論で ある。
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問題 は、 この英語肯定 ・賛美論によって、英語支配の現実 というものは見えにくくなって し






「教養英語」 を擁立 していた学者たちは、英米文学や英語学を専門 としているが、 明治時代





近年、 「実用」派の台頭は著 しく、 「教養」派を凌駕する勢いである。 さらに、 国際化、 グ
ローバル化 の流れをうけて、「話せ る英語」を標榜する 「実用」派、すなわち、応用言語学、
英語教育学 の学者が英語教育の中心的存在になりつつある。それがいかに精神の植民地化につ
ながっているかは、第4項 目で論ずる。
(3)英 語=国 際語 という言説
英語を学ぶ理由として最 も頻繁にあげられるのが、 「英語が国際語だから」 というものであ
ろう。 学ぶ側 も、教える側 も、 「英語=国 際語」 という考えはもはや信念や信仰に近いものに
なっている。たしかに、様々な統計が、英語が国際語であることを証明 しているが、そうした
客観的事実以上に、私たちの頭の中には 「英語=国 際語」が染み付いていて、そのこと自体が、
「英語=国 際語」 をより一層強めているといえる。特 に英語教育界では、 この信念が強 く、 そ
れにより、英語を学ぶことが必然的なことであるという意識が社会全般に広が り、その結果、
英語を絶対視する意識 も形成されるのである。
この 「英語一国際語」という認識を 「言説」という概念でとらえ、それが権力化 していく危
険性を、オース トラリアの言語学者A.ペ ニークックは次のように説明している。
『言説 とは、 社会組織や慣習に埋め込 まれた知の体系であり、 知/権 力のさまざまな関
係の集合体である。そして、それらにより文献が組織され、さまざまな主観的立場が生
産され、反映されるのである。





を信 じ込むであろう。 かくして、英語教育の場は、 「英語=国 際語」信仰を植え付ける場 とな
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第5章 英語教育と英語産業による精神の植民地化
る。「国際語 としての英語を学ぶことは、 自然で、 中立で、 そして得することなのだ」 という
信念が刷り込まれるのが、英語教育の場である。
これにより、英語 は益々権威化、権力化 して しまう。教師 も生徒も英語を賛美 して しまう。
同時に、英語支配の問題が見えに くくなって しまうのである。あるいは、このような言説の存




上の(2)で 論 じたように 「実用英語」派の台頭は、すなわち応用言語学の台頭を意味する
ところとなった。ここでは、言語学 ・応用言語学の理論的基礎が、いかに 「英語=国 際語の言
説」に荷担 し、精神の植民地化にっながっているかにっいて論ずる。
(3)で 紹介 したA.ペ ニークックは、言語学 と応用言語学の言語観を次のように批判 して
いる。
『英語の広がりが、 自然で、 中立で、 しか も恩恵の多いものだという見解は、言語学 と
応用言語学における実証主義と構造主義の支配によりあらわれる。なぜなら、 これらパ
ラダイムは、言語の社会的、政治的理解を行わずに、抽象的なシステムとしての言語に
焦点を置 くことを許容 してきたか らである。』(Pennycook,1994:141,筆 者訳)
実証主義は、観察可能で数量化することが可能なもののみ存在 し、それを客観的にとらえる
行為が科学であると信ずる自然科学思想である。 この視点では、部分を特定化することが重要
であり、部分 と部分の相関関係に焦点が置かれ、全体 との関係性を軽視することになる。 この
視点は、それゆえ、社会的現実とは切断された言語を対象 とする言語学と応用言語学の出現を
許 したのである。
ペニークックはまた、 ソシュールに始まる構造主義言語学 は、「構造 としての言語」 を厳密
に分析す ることに偏 り、「言語使用の実態」を見落としていたことにより、言語使用の文化的、
社会的、政治的文脈を除外 してきたと批判 している。






英語支配 に無頓着な言語学者、英語教育学者 も英語支配の共犯者 といわざるをえない。
(5)英 語教育の専門化
英語の地球的拡散により、英語教育への需要は地球的規模で高まり、英語教師の世界的組織




この英語教育の 「専門化」 そのものが英語帝国主義を強化するものだ、 と冒頭紹介 したR.
フィリップソンは指摘 している。いわゆる専門主義は、英語中心主義 と同様に英語帝国主義を
正当化 してしまうものだとフィリップソンは主張する。彼は次のようにいっている。







例えば、フィリップソンは、英語教師たちが専門家 として持 っている以下の5つ の見解を、






フィリップソンは、 これらの見解は、専門家の ドグマとなっているが、これ らはすべて 「誤っ
た考え」であると断言 している(Phillipson,1992,第7章 参照)。
















2.英 語 産業 と精神 の植民地化
学校での英語教育が公的な強制力を持 った 「表の英語文化」だとすれば、いわゆる英会話に
象徴される英語文化は 「裏の英語文化」 といえるが、この 「裏の英語文化」の方が、英語産業
として日本の社会に広 くかつ深 く根付いており、その影響力 も計 り知れないものがある。
ここではまず第一に、英語産業によるさまざまな種類の英語 と日本人の関係にっいて紹介 し、
さらに、これ らさまざまな英語が精神の植民地化にどのように結び付いているのかを論ずる。
(1)英 語産業:ゆ り籠か ら墓場まで
現在の日本人と英語との関係を改めて考えてみると、日本人の一生を通して、英語との付 き
合いがあることがわかる。産まれてまもな くすると、「幼児 ・児童英会話」、学校に行き始める
と 「受験英語」、そして、「話せるようになりたい」という気持ちか ら 「英会話」を始め、さら
に、 「アメリカ ・イギ リスへ留学」 し、英語をマスターするには言葉だけではないと、英米文
化を学ぶための 「文化 ・教養英語」 も学ぶ。いや教養よりも 「資格」が必要 と、「資格英語」
に熱中す る人 もいる。果ては年を取ってボケ防止のために 「シルバー英会話」をやる人 もいる。
まさに、「ゆり籠から墓場まで」英語 と付 き合っているのが今の日本人 といえる。
このように、さまざまな形の英語が商品化され市場化されているが、 これ ら多様な英語 は、
次の3種 類に区分することができる。
① 英会話 幼児 ・児童英会話、 シルバー英会話、一般的英会話
② 本場英語 英米文化 ・マナーの学習


















価値観が根強 くあることを示 している(津 田、1994年 参照)。
第二に、1980年 代以降、 日本では会社名、官公庁の組織名に英語が急激に使われはじめた。
これは、社会の国際化に乗 って、 「裏の英会話文化」 が表に現れたことを意味 し、英会話が影





今から数年前になるが、女性を中心に 「イギ リス ・ブーム」が起 きた。同 じ頃、『イギ リス
はおいしい』『イギ リスは愉快だ」 という本がベス ト・セラーになった。私は 「またか!」 と嘆
息をっいた。というのも、このようなブームを成 り立たせる背景 に、日本人の欧米文化への強
い憧れ、そして、精神の植民地化を感じるからである。
このようなブームが起きる下地として、 日本人の中に、 「日本はまだまだで、 やっぱり本場
は○○○○だ」(○ には欧米の国名 ・地名などがはいる)と いう神話的認識が根強 くある。 日
本人は欧米を偶像化 しているのである。そして偶像化 した欧米に傾倒 し、一体化しようとする
結果として、 ブームが起きるのである。
英語についても全 く同 じことがいえる。多くの日本人にとって、 日本人の話す英語、学校の
英語は、本当の 「生 きた英語」 ではない。「やっぱり英語 は本場でな くちゃな らない」 のであ
る。そして、「本場英語」を求あて、英会話学校へ、そ して、英語の本場、 アメリカ、イギ リ
ス、オース トラリアへと留学するのである。
私はなにも 「本場」へいく人々を非難 しているのではなく、人々を駆 り立てている 「本場信
仰」を問題にしているのである。その問題点 とは、西洋文化が権威化 していることに対 して全
く何の疑念 も感 じずに、それに傾倒、同一化 している姿勢、態度、行動である。 これは支配者
と支配の構造への共犯行為である。
知識人 は、このような共犯行為に対 し、異議を唱えるのが仕事であるが、 日本の 「知識人」
「学者」 は、 この共犯行為の張本人であることがおおい。 あらゆる分野に渡 って、 日本の 「知
識人」 「学者」 は 「本場」 に頼 っている。西洋か らの学問を輸入することで一生を終えている
学者 もいまだに少なか らずいるのである。










「英会話」 に走るのである。 「学校英語」「受験英語」 で人々はただの英語嫌いになるのではな
く、英語に触れたことにより、実際英語を使 ってみたくなるわけである。 その意味では、 「受
験英語」と 「英会話」 は補完的な関係 にある。
最近の新たな傾向として、 「資格英語」 実用英語検定、TOEFL,TOEIC等 が広 く





このように、英語 は選別装置として権力化 している。そ して、人々は 「受験英語」「資格英
語」 の洗礼を受ける中で、 無意識的に英語の権威に従順になり、 英語を賛美 し、 その文化や
人々への憧れを募 らせるのである。
また、英語の出来不出来で日本人の人生が大きく左右されているといっても過言ではない。








しかし、論文の冒頭に引用 した 「精神の植民地化」 の定義を もう一度引用 して見よう。「言
葉を使 うに当たって、英語 という権力語に傾倒 ・同一化 し、母語 ・自文化を軽視する意識 ・態
度 ・行動等」 とある。
英語教育と英語産業 にはこのような事態を生み出す土壌があることがわかったし、同 じこと
が、今の日本 の社会のあらゆる分野での 「英語化現象」 企業名の英語化、官公庁の英語化、
日常会話の英語化等 をみても当てはまるといえる。
「いやいや日本は古来から外来文化の受容が うまくて、精神の植民地化なんて考え られない







イ ン タ ー ネ ッ トで 大 量 の 英 語 情 報 が 国 境 を 越 え て 乱 入 して い る 状 況 に お い て 、 私 た ち は、 私 た
ち の 言 語 と 文 化 の 主 体 性 を 保 持 す る有 効 な 政 策 、 計 画 、 戦 略 を 持 っ て い る だ ろ う か 。
権 力 語 に 対 す る意 識 的 な 抵 抗 、 異 議 申 し立 て を し な い 限 り は 、 私 た ち は 「精 神 の 植 民 地 化 」
に 甘 ん じ ざ る を 得 な い の で あ る。
参 考 文 献
大 石 俊 一(1990)『 英 語 イ デ オ ロ ギ ー を 問 う～ 西 欧 精 神 との 格 闘 』(開 文 社 出 版)。.
津 田 幸 男(1994)「 英 会 話 学 校 の 広 告 の神 話 と イ デ オ ロ ギ ー ～ 記 号 論 的解 読 の 試 み」 『国 際 開 発 研 究
フ ォー ラム』(第1号)(175-193頁)。
津 田幸 男(1996)「 目 に あ ま る 日本 の 「英 語 病 」」 朝 日新 聞 「論 壇 」12月27日 号 。
津 田幸 男(1997)`"Anglomania'muddiesJapan'sself-image"AsahiEveningNews.January23.
平 泉 渉 ・渡 部 昇 一(1975)『 英 語 教 育 大 論 争 』(文 芸 春 秋)。
Phillipson,R.(1992)LinguisticImperialism.OxfordUniversityPress.
Pennycook,A.(1994)CulturalPoliticsofEnglishasanInternationalLanguage.Longman.
ダ グ ラ ス ・ラ ミス(1975)「 イ デ オ ロ ギ ー と して の英 会 話 」 『展 望 』(斉 藤 靖 子 訳)2月 号 。
59
